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■大学図書館を取り巻く新しい時代の背景
高度情報化社会の中で図書館は歴史的転換点に
あり，紙媒体を中心とした従来型図書館機能だけ
では限界にきている。インターネットの普及等で，
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デジタル情報の活用が必須であるが，紙媒体がな
くなるわけではなく，大学図書館の場合には文化
的継承の役割もあるので，従来型図書館機能と電
子図書館機能を有機的に結合したハイブリッドラ
イブラリーを目指していかなければならない。
図書館だけではなく大学全体の環境の変化，
あるいはそれを取り巻く日本を含む世界の社会
環境の変化，いわゆるパラダイム転換がおこっ
ている。20世紀型の社会から21世紀型の社会へ，
経済第一主義から環境・人間中心へという社会
環境の変化の中で，大学においても人文社会系
と自然科学系との融合型学問領域を創成するな
どの動きがある。さらに，日本における行財政
改革を契機として，国立大学の法人化の問題な
ど，大学に対して過剰な関心が社会から寄せら
れる時代となり，大学の社会における重要性は
増しているが，定員削減や予算の減少など図書
館は厳しい状況にある。
■大学図書館の法的地位と実質的位置づけ
現在は，国立学校設置法の第 6条で「国立大学
に附属図書館を置く」と規定されており，さらに，
文部省令の大学設置基準の第38条の「図書等の資
料および図書館」にも，図書館の必要性が規定さ
れている。しかし，法人化になると，法的な位置
づけは現在に比べて危うい状況になる可能性が高
い。もし，省令にも書かれなければ，図書館機能
がなくなることはないだろうが，大学の裁量によっ
て，図書館という組織はなくなってしまうかもしれ
ないという危惧もある。法人化になった場合，大学
の審議運営組織である，役員会，運営協議会，評議
会と図書館がうまくつながる必要がある。特に，経
営の観点からの新しい位置づけも必要である。附属
図書館の役割に対する将来展望に関しては，長期目
標・中期目標・中期計画が絶対必要である。
■大学の学術基盤としての図書館機能－従来型図
書館機能と電子図書館機能－
いわゆる図書中心，分類配架して来館閲覧とい
う従来型図書館機能が限界にきている。別の言い
方をすると，モノ中心で，資料を集めてきて利用
させるところから，今後は，モノの収集だけでな
く，情報を収集するため，インターネット上でリ
ンクをはり，使いやすくするということが重要に
なっている。電子ジャーナルに代表されるデジタ
ル情報の活用と，従来型図書館機能とを組み合わ
せることにより，図書館機能の高度化をはかるの
がハイブリッドライブラリーである。
電子図書館機能は，1960年代から，目録の電
子化，いわゆる遡及入力というもので始まった
が，いまだにほとんどの国立大学では完了して
いない。その後，貴重書の電子化を進めた大学
もあるが，利用者が非常に少なく，文化的な価
値はあったが，多くの大学構成員が直接利用す
るというものではなかった。この数年間に，電
子ジャーナルという大学構成員に直接役に立つ
ものが出てきて，その利用者も急増し，重要な
電子図書館機能の 1つとして認知されつつある。
高度な学習・教育・研究のため，ようやくハイ
ブリッドライブラリーの一部が実現しつつある
と言える。
電子図書館機能整備においては，著作権と費用
の問題が大きな障害となっている。我々の扱う学
術情報と文芸作品を同じ著作権法で扱っているこ
と自体が問題で，新しい著作権のあり方を考える
と良い。電子図書館機能整備費用に関しては今の
ところ，見通しがない。
電子図書館機能の整備手法は，貴重書の電子
化など，1館だけで可能なものもあるが，大半は
連携が必要である。電子ジャーナル導入のため
の国立大学図書館コンソーシアムができたが，
このようなことが非常に大事である。電子ジャ
ーナルについては，世界で 2002年までに 27,000
タイトルくらいあると言われているが，国立大
学電子ジャーナルタスクフォースでは，約 4,000
タイトルのコンソーシアム契約を大手出版社と
交渉して実現した。6,000タイトルを超える電子
ジャーナルを導入している大学もある。冊子体
では削らざるをえなかった雑誌も含めて，アク
セスできるタイトル数を電子ジャーナルのコン
ソーシアムで増強できており，学術情報基盤の
整備に役立っている。
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■大学図書館の再設計
図書館においての情報の収集・蓄積・発信とい
うのはこれまでと変わらないが，収集の意味は全
く異なってきている。図書館内に集めてくるとい
う意味ではなく，全世界を対象にして著作権処理
や契約をしてリンクをはって，情報を使いやすく
するということである。ただ単にアクセスできる
というだけではなく，それをいかに使いやすくす
るかというのが図書館の役割である。ハイブリッ
ドライブラリーを目指して図書館の再設計をする
必要があるだろう。
法人化後の学術基盤整備について，大学図書館
というのは最も重要な施設・組織の一つと位置づ
けられなければならない。法人化に向かって，現
在，大学の見識が問われている。この時，図書館
にとって大事なことは，大学改革の方向性にあっ
た図書館改革・再設計で，開館時間の延長，学習
用図書の整備などユーザーの視点にたった改革を
目指す必要があることである。国際化，個性化，
社会に開かれた大学が求められているが，これに
対して図書館は大きな役割を果たせる可能性があ
る。そういう意識をもって大学図書館を再設計す
る必要があるだろう。
■大学図書館および図書館職員に求められている
もの
今までは連携が中心だったが，今後は競争もせ
ざるを得ない。しかし，ただむやみに過当競争を
して相手を潰そうというのではなく，可能な図書
館から新規事業を先行して行って，他の図書館が
後でついて行き，さらにアイデアを出すような競
争でなければならない。今後，図書館の存置価値
が常に問われることになると思う。
また，公共図書館との棲み分けで生涯学習の支
援や地域貢献に対して，地域の中核的な拠点にな
ることも大学図書館に求められている。さらに今
後，学内連携・地域連携・全国連携・国際連携を
していく必要がある。大学の情報発信にも図書館
は重要な役割を果たさなければならない。文化情
報資源の維持と発展は，継続性が非常に大事で，
ただ単に現在の研究者・学生のためだけではない
という視点も，大学図書館は持つべきである。さ
らに，単に資料・情報を提供するだけではなく，
もっと知的な支援をする新しい図書館サービスや
21世紀型の図書館を考えるべきであり，このため
には研究開発機能が重要である。名古屋大学では，
専任2名を含む11名の研究開発室を立ち上げたの
で，できれば全国レベルの研究開発の連携をした
いので，ぜひ他大学も本格的な研究開発機能を作
ってほしいと思う。
歴史的転換点とパラダイム転換が同時にくると
いう大波が，図書館や大学全体に押し寄せてくる
が，危機は，チャンスでもあり，たゆまぬ図書館
の再設計を行い，外からその努力が見えるように
していく必要がある。図書館の職員の方々は非常
に志が高いので，大学の理解と迅速な情報共有及
び意志決定システムさえできれば，十分に大波を
乗り切っていけると思う。
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